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１．はじめに 

軍艦島（正式名称：端島）は長崎半島から西に約 4.5km，長崎港から南西に約 19km の沖合に位置する外周

約 1.2km の島で，その外周は防波機能も併せ持つ直立式のコンクリート製護岸となっている．海底炭鉱の島と

して発展したこの島では，明治 30 年から昭和 6 年にかけて 6 回にわたり埋立てと護岸築造による拡張が繰り

返され，当時建設された護岸はすでに 82～116 年が経過している 1), 2)． 

軍艦島には多くの重要な近代化産業遺産や貴重な建築物が現存しており，文化財や観光資源として注目され

ている．しかし，外洋に位置し台風の被害を受けやすいこの島において，島全体の保全のためには，護岸の健

全度（劣化損傷度）を把握したうえで適切な状態に維持管理することが重要である．そこで，護岸全体の外観

目視調査を実施するとともに，護岸を中心としたコンクリート部材に対する詳細な調査を実施した． 

２．コンクリート護岸の概要 

現在の軍艦島の形状とこれまでの埋立て・護岸拡張の

経緯を図-1 に示す．護岸は，大正末期までは主に長崎

特有の天川（赤土と石灰の混合物）を凝固材として岩石

を積んだ石垣構造で築造されたが，昭和初期以降はコン

クリート構造が用いられた．また，この島はたびたび台

風により大きな被害を受け，護岸も局部的に倒壊や破損

を生じたため，コンクリートによる再構築やコンクリー

トを旧来の天川護岸の海側あるいは陸側に巻き立てる

補強がなされてきた 1), 2)．なお，この石積護岸の基礎部分は，岩礁を溝状に削ったうえで，輸入セメントを用

いて石垣を密着させたとの記録がある 3)．また，基礎地盤が岩盤であるため重力式の護岸構造となっているが，

近代的な護岸とは異なり裏込材はなく，止水板や防砂シートなども設置されていない． 

軍艦島は外洋に位置し，月別の最大有義波高は 10.37m にも達するため，護岸には大きな波力が作用してき

た．とくに南西からの波が多いため，南西側に高い護岸が構築されている． 

３．健全度調査の方法 

目視調査は，護岸外周（海上から）と護岸天端・陸側（護岸上や護岸背面から）の状況確認を行った．なお，

海中部の状況は確認していない．コンクリートの詳細調査は，図-1 に示す 5 箇所において，コアの目視観察

の後に圧縮強度を測定した．ここで，No.1 と No.5 は無筋コンクリートの護岸であったが，No.2～No.4 は鉄筋

コンクリート部材（炭鉱の生産施設，ただし No.2 の深さ 20cm 以深は無筋コンクリートの護岸）であった． 

４．健全度調査の結果 

護岸の外観と損傷状況の例を写真-1に示す．護岸外周のコンクリートには，大きなひび割れ（幅 10～30mm

程度）が多く確認された（写真(a),(b)）．縦方向のひび割れが多く，天端から下方まで連続していたが，とくに

島の西側において多かった．また，島の西側の岩盤が露出している箇所では，岩盤と護岸コンクリートとの境

界部の数箇所に空洞・空隙が見られた．さらに，護岸の補修跡や増し厚により再補強した形跡なども西側～南

側の護岸にて多く確認された．一方，陸上部では，護岸の内側もほぼ全周がコンクリートで補強されており，
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図-1 軍艦島の護岸拡張の経緯と詳細調査位置 
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天川を用いた石積護岸が露出している範

囲は少なかった．ただし，一部には補強

コンクリートが石積護岸との界面で肌別

れしている箇所も確認された（写真(c)）．

また，写真-2 に示すように，護岸背面の

土砂が吸出しを受けて陥没や空洞を生じ

ている箇所も数箇所に見受けられた．こ

の原因は，護岸本体底部の空隙（岩盤と

の境界部）や護岸を貫通する排水口（陸

側での配管等の破損箇所）から護岸背面の土砂が吸い出され

たためと考えられた．この写真の例では約 8 ヶ月の間に明ら

かに吸出しが進行し，路盤コンクリートや階段が崩落してい

る状況も確認された．この間には南西海上 100～300km 以内

を台風が 4 回通過し，その影響を受けたと考えられる．この

ように護岸本体の肌別れや背面土砂の吸出しを生じている

ような箇所では，護岸全体が構造的に不安定となっており 4)，

変状が進行しやすいため，早急な対処が望ましい． 

コンクリートコアの圧縮試験結果を図-3に，外観を写真-3

に示す．護岸コンクリートのコア（No.1 と No.5，および No.2

の深さ 20cm 以深）には 15～20cm 程度の大粒径骨材が含ま

れており，軍艦島の無筋コンクリート護岸には大粒径の骨材

（石材）を用いた配合あるいは施工法が採用されていたこと

が推察される．圧縮試験は大粒径骨材を除く部分で実施した

が，圧縮強度はすべて 21N/mm2 以上の値であり，30N/mm2

程度以上の値も多く得られ，長期供用後においても十分に高い値を示していた． 

５．まとめ 

軍艦島の護岸コンクリートには幅の大きなひび割れが多数生じていたが，コンクリート自体の品質は健全で

あった．ただし，護岸機能が低下している箇所が一部に確認され，対策が必要と考えられた． 
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(a) 西側北寄りの護岸（60 号棟付近）    (b) 東側北寄りの護岸（グランド付近）       (c) 北端部の護岸（68 号棟付近） 

写真-1 護岸の外観と損傷状況の例 

  
(a) 2012 年 7 月                         (b) 2013 年 3 月 

写真-2 護岸背面の土砂吸出し状況の例（31 号棟付近） 
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図-3 コンクリートコアの圧縮強度 
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写真-3 コンクリートコアの外観 
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